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主な記事 

・健康ふれあいマラソン大会を開催 

・ミニバレーウインターリーグのお

知らせ 

・厚真シンポジウムが開催されました  

・就学時健診のご案内 

・「情報メディアの利用」に関する

アンケート結果について 

・図書室だより 

・放課後子ども教室活動紹介 

 

 

 毎年恒例のミニバレーボールウィンターリーグを開催します。 

多くの皆さんの参加をお待ちしています。 

 

と き  平成２７年１１月２９日 日曜日  

      午前９時００分  開会式   午後４時００分頃 終了予定 

と こ ろ  厚真町スポーツセンター 

チーム編成  メンバー構成は自治会、職域、学校等自由です。 

チームメンバー８人まで登録が可能ですが、他のチームとの二重登録はできません。 

Ａリーグ：男女混合 

      Ｂリーグ：女性のみ又は４０歳以上の男女混合（常にコート内に女性１名はプレーすること）  

参加対象   中学生以上の町民及び町内に職場を有する方 

参加申込  １１月１３日【金】までに下記宛に参加申込書を提出してください。 

申込・問合せ  厚真町スポーツセンター（生涯学習課社会教育グループ）☎２７－３７７５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

10 月 1２日体育の日の祝日にスポーツセンター周辺を会場に「第１６回健康ふれあいマラソン大

会」が開催され、約１７０人が参加しました。当日は秋晴れとなり、参加者は家族や友人とマラソン

やウォーキングを楽しんでいました。各部門の１位の記録は次のとおりです。 

◆小学生の部（３ｋｍ） 

【１年生男子】赤間 永彪 １９分０５秒    

【２年生男子】真野 薫  １６分３０秒   

【３年生男子】藤樫 悠人 １３分５１秒   

【４年生男子】渡邊 悠良 １３分５１秒   

【５年生男子】奥井 啓太 １３分３０秒   

【6年生男子】石崎 竜冴 １２分３７秒   

◆中学生の部               ◆一般の部                           

【男子】（５ｋｍ）奥井 宣哉 １９分４８秒【男子】（５Ｋｍ）佐藤 力  １７分５２秒  

【女子】（３ｋｍ）尾谷 琴音 １２分５１秒【女子】（３ｋｍ）大宮 貴子 １８分０１秒 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【３年生女子の部】        【３年生男子の部】           【２年生女子の部】 

１年生の部  

【１年生女子】中島 花奏 ２２分１３秒 

【２年生女子】西村 結衣  １６分４３秒 

【３年生女子】沼田 咲羽  １６分４２秒 

【４年生女子】張石 夏帆  １３分２１秒【大会新】 

【５年生女子】西村 優菜  １５分２９秒 

【６年生女子】藤田 李望  １３分３６秒 
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１ 携帯・スマホ等の所有率・・・・小学生は２１％（昨年比 －２％）（全国３６．６％） 

中学生は３７％（昨年比 －４％）（全国５１．９％） 

種類・・・・小学生は機能制限携帯電話、中学生はスマホの所有が多い。 

２ インターネットにつながる電子メディアの所有状況 

小中学生とも約７割の児童生徒が、インターネットにつながる何らかの電子メディアを所有して

います。 

所有の多いものは以下のとおりです。 

小学生・・・携帯型ゲーム機（３４％）、テレビゲーム機（２４％）、 

携帯型音楽プレーヤー（１４％） 

中学生・・・携帯型ゲーム機（２２％）、携帯型音楽プレーヤー（１９％）、スマホ（１８％） 

３ フィルタリング（閲覧制限）の設定 

保護者の回答では、「フィルタリングを設定している」のは６０％となっていますが、児童生徒

の回答では、「フィルタリングを設定している」のは２８％、「設定していない」が３１％、「わか

らない」が４１％となっています。特に、携帯型ゲーム機や携帯型音楽プレーヤーのフィルタリン

グ（閲覧制限）の設定が少ないようです。 

４ 家庭でのルールづくり 

保護者の回答では、「ルールを作っている」のは６０％となっていますが、児童生徒の回答では、

「ルールを作っている」のは４４％に留まっています。 

「ルールを作っている」家庭では、ルールがほぼ守られているようです。 

５ テレビやゲーム、インターネットに接続するメディアの利用時間 

小学生・・・テレビ・ＤＶＤを２時間以上利用・・・・・約５０％（土日は約６０％） 

ゲーム機を２時間以上利用・・・・・・・・約１５％（土日は約３２％） 

中学生・・・テレビ・ＤＶＤを２時間以上利用・・・・・約３０％（土日は約５０％） 

スマホを２時間以上利用・・・・・・・・・約１５％（土日は約１７％） 

 

厚真町教育委員会では、学校やＰＴＡと連携を図りながら、児童生徒の「学習・生活・運動習慣」向

上運動に取り組んでいます。この向上運動では、厚真町の基本ルール「４つの柱」を立てて、携帯電話

やスマートフォン（以下「スマホ」）などの利用に関する「家庭でのルールづくり」をお願いしていると

ころです。 

携帯電話やスマホ等の所有の状況を把握し、今後の向上運動の充実・改善に役立てるため、町内の小

学校４年生から中学校３年生までのお子さんをお持ちの保護者の皆様を対象に、昨年に引き続き、７月

にアンケートを実施しました。その結果、合計１４７人（回収率７２％）の保護者の皆様からアンケー

トのご協力をいただきました。また、時期を合わせて児童生徒（小学校４年生以上）にも、保護者と同

様のアンケートを実施しました。 

アンケートの大まかな集計結果は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

インターネットに接続する電子メディアのルールを作っていない家庭が、４～５割程度あるようです。

また、テレビやゲーム、インターネットに接続するメディアを２時間以上利用する児童生徒の割合が、土

日の方が平日より多くなる傾向があります。土日の過ごし方を見直すことが大切です。 

携帯型ゲーム機や携帯型音楽プレーヤーなどのメディアも含めて、児童生徒の健康で安全な利用のため

に、利用時間やフィルタリングの設定など、すべての家庭でネットにつながる電子メディアの利用のルー

ルづくりが必要です。 

教育委員会では、今後、保護者を対象に、家庭におけるルールづくりやフィルタリング設定などの講習

会を行っていきます。 

 

 



平成２７年１０月２３日発行 

６ 

 

 

 

 

 １０月９日から１１日の３日間にわたり、「厚真シンポジウム 遺跡が語るアイヌ文化の成立―１１～

１４世紀の北海道と本州島～」が開催され、遠くは宮崎・福岡県などの道内外からのべ約３００名もの方

が参加されました。 

 参加者は、９日は桜丘・幌内・宇隆地区の遺跡を見学、１０日の午前は会場に展示した出土品など約６

００点の各講師による解説に耳を傾けていました。１０日午後から１１日のシンポジウムでは、世界文化

遺産平泉と北海道の遺跡・遺物が結びつくきっかけとなった宇隆出土の常滑壺をはじめとした厚真の遺跡

群・出土品からみえてくる北海道と本州との関係、アイヌ文化への移行について、様々な立場・視点で各

分野の第一線で活躍する研究者が講演されました。その中で、一般参加の方から関心を集めていたのが「厚

真は本州と北海道の交易のターミナルであった可 

能性が高く、厚真の遺跡群は仏教が北海道に伝わ 

る時期などを解明する資料となるのではないか」 

ということでした。私たちが普段思う以上に、厚 

真町の歴史が熱いまなざしを向けられていること 

に気づき、厚真町の遺跡・遺物の理解を深めるきっ 

かけとなったのではないでしょうか。また、参加 

者は遺跡だけでなく、厚真町の美味しい新米や新 

ジャガ、ハスカップなども堪能していました。 

 

         １５０席が満席の講演会場▶ 

９月２９日に開催された定例教育委員会の会議の内容に

ついてお知らせします。 

◆報告事項 

  平成２７年度学校水泳プール利用実績、ショロマ１遺跡

体験発掘について、青少年健全育成委員会委員夜間巡

回指導など（８件） 

◆議 案 

議案第１号 厚真町教育委員会委員長の選挙について 

議案第２号 厚真町教育委員会委員長職務代理の指定

について 

議案第３号 厚真町立学校職員の自家用車の公用使用

に関する規則の一部改正について 

議案第４号 教育委員会事務局職員の懲戒等の処分に

ついて（４件） 

◆同意 

同意第１号 厚真町教育委員会表彰について 

◆協議事項 

平成２７年度全国学力・学習状況調査「北海道版結果

報告書」への市町村別結果の掲載について、厚真町教

育振興基本計画について（２件） 

◆その他 

教育委員道内視察研修について、平成２７年度教育

委員会表彰式、平成２７年度教育委員学校訪問につい

て（予定）、平成２７年度教育委員と小中学校ＰＴＡ役員

保護者との懇談会について（予定）４件） 

◆問合せ 

教育委員会学校教育グループ ☎２７－２４９４ 

 

 

平成２８年度に小学校へ入学する町内の児童

を対象に健康診断を実施いたしますので、必ず受

診するようお願いします。 

対象となる児童にはすでに案内を 

送付していますが、まだ案内が届 

いていない場合や、当日受診でき 

ないお子さんがいる場合は、教 

育委員会へご連絡ください。 

◆厚真中央小学校への入学予定者 

実施日  １１月６日【金】 

１２時５０分～１３時００分受付 

会 場  厚真中央小学校 

◆上厚真小学校への入学予定者 

実施日  １１月１０日【火】 

１３時００分～１３時１０分受付 

会 場  上厚真小学校 

◆受診項目 身長、体重、内科、歯科、視力、聴

力、知能検査 

◆対 象  平成２１年４月２日から平成２２

年４月１日に生まれたお子さん 

◆問合せ  教育委員会学校教育グループ 

☎２７－２４９４ 

【お知らせ】 
知能検査の時間中に、新入学児童の保護者を対象とし
た子育てに関するセミナーを開催します。ぜひご聴講
ください。         （社会教育グループ） 
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☆読書週間とは☆ 

 終戦の２年後の１９４７年（昭和２２年）、まだ戦火の傷痕が至るところに残っているとき、

「読書の力によって、平和な文化国家を創ろう」と決意をひとつに、出版社、取次会社、書

店と公共図書館が力を合わせ、さらに新聞・放送のマスコミ機関の協力のもとに、１１月１７

日から２３日に第１回「読書週間」が開催されました。 

  これは１１月１６日から１週間にわたって開かれるアメリカの「チルドレンズ・ブック・ウィー

ク」にならったものです。各地で講演会・図書に関する展示会が開かれ、その反響は大きな

ものでした。「一週間では惜しい」との声を受け、現在の１０月２７日から１１月９日（文化の日

をはさんで２週間）となったのは、第２回からです。 

 それから６０年以上が過ぎ、「読書週間」は国民的行事として定着し、日本は

世界有数の「本を読む国民」の国となりました。その一方、物質生活の豊かさに

比べ精神生活の低迷が問題視されている昨今、論理的思考の基礎となる読書

の重要性は、ますます高まってきています。 

本年の「読書週間」が、みなさん一人ひとりの読書への関心と、読書習慣の確

立の契機となることを願ってやみません。   

青少年センター図書室では、期間中1１月３日文化の日の図書フェスティバル

を中心に、図書展示や古雑誌・古本リサイクル市なども開催いたしますので、ご

家族お誘い合わせの上ぜひご来場ください。 

 

                     
 

青少年センター図書室 

℡２７－２４９５（平日） 

℡２７－３９７７（土日） 

 

みんな遊びに

来てね！！ 

青少年センター会場 

開館時間：午前９時から午後５時まで 

○「オペレ」による人形劇 

 午前１０時３０分から 

○展示「昔懐かし時代劇展」 

○大型絵本・しかけ絵本展示 

○古雑誌リサイクルコーナー 

 

総合福祉センター会場 

開館時間：午前９時３０分から午後１時まで 

○子どもお楽しみコーナー 

わなげ、縁日、くじ引き 

昔のあそびなど 

 

～夜間プラネタリウム投映会～ 

「秋の星座とペガスス神話」 

秋の日はつるべ落とし…といわれますが、

そのとおり日も急に短くなってきました。秋

の夜空の道案内役「秋の四辺形」のうちの３

つを含む星座、「ペガスス座」。英雄ペルセウ

スとともに冒険したペガススにまつわる神話

と、秋の夜空についてお話ししていきます。 

晴天の場合は引き続き天文台で実際に星を

観察しますのでぜひご参加ください。 

と き １１月１９日（木）午後６時３０分 

ところ 青少年センター２階 

～ＡＴＴＥＮＴＩＯＮ！～ 

※夜間プラネタリウム投映会、観望会は夜間

開催のため、小・中学生のみでの参加の場合

は保護者の同伴もしくは送迎が必要です。 

 

 

※このコーナーへのお問合せは 

社会教育グループ 

℡２７－２４９５までお願いします。 
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実用書 

 

 

 
■11 月の休館日 

11 月 23 日【月】は祝日の為お休みです。 

■青少年センター図書室開館時間 

 午前９時から午後５時（月・水・金・土・日） 

 午前９時から午後７時（火・木） 

■厚南会館図書室 

 午前 9 時から午後 5 時（月～日） 

※毎月５日・20 日が土日・祝日の場合は休館と

なります。 

■絵本の読み聞かせ 

 おはなしのびっこ 11 月 26 日【木】 

午前 10 時 30 分から午前 11 時 

絵 本 
 

 
ここに書いてある以外にもたくさんの新着図書

があります。みなさんどうぞご利用下さい。 

一般書 児童書 

■11 月の移動図書 

6 日【金】 

上厚真小学校  午前10時35分～10時50 分 

13 日【金】 

上厚真小学校  午前10時10分～10時25 分 

18 日【水】 

ともいき荘   午後 2時00分～ 2時30分 

20 日【金】 

上厚真小学校  午前10時10分～10時25 分 

27 日【金】 

上厚真小学校  午前10時10分～10時25 分 

 

おしり探偵事務所に現れた謎

の婦人。先祖の暗号を解いてほ

しいとの依頼だが…。謎解き探

偵読み物ｼﾘｰｽﾞ第 1 弾。 

・ｽﾄｰﾙﾝ・ﾁｬｲﾙﾄﾞ          緒川 怜/著 

・ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾝ            今野 敏/著 

・啼かない鳥は空に溺れる     唯川 恵/著 

・東京零年           赤川 次郎/著 

・夏の裁断           島本 理生/著 

・姫神             安部 龍太郎/著 

・ﾀｯｸﾞ         日本推理作家協会 /編 

・ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ UMA 騒動       松原 秀行/作 

・ﾀﾗ・ﾀﾞﾝｶﾝ 12 上・下  

ｿﾌｨｰ・ｵﾄﾞｩﾜﾝ=ﾏﾐｺﾆｱﾝ/著  

・ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙで作るおもしろ自動販売機 

大野 萌菜美/監修 

・ｱﾅと雪の女王      ｴﾘｶ・ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄﾞ/文 

・あしながおじさん     ｼﾞｰﾝ・ｳｪﾌﾞｽﾀｰ/作 

・秘密            小林 深雪 他/著 

・ｶﾞｽﾊﾟｰﾙこいをする     ｱﾝ・ｸﾞｯﾄﾏﾝ/ぶん 

・ｼﾞｬｯｷｰつきへいく   あいはら ひろゆき/文 

・おつきみおばけ     せな けいこ/作・絵 

・どっとこどうぶつえん    中村 至男/さく 

・はずかしがりやのﾊﾞﾅﾅくん 岡田 よしたか/作 

・りんごがひとつ     いわむら かずお/作 

・おさじさん         松谷 みよこ/文 

・ｱｳｼｭｳﾞｨｯﾂを志願した男     小林 公二/著 

・1 日 3 分!指体操で元気な脳になる! 

白澤 卓二/著 

・好印象を与えるﾏﾏ&ﾊﾟﾊﾟの子連れﾏﾅｰ 

岩下 宣子/著 

・ﾀﾞｰｽ・ｳﾞｪｲﾀﾞｰと仲間たち ｼﾞｪﾌﾘｰ・ﾌﾞﾗｳﾝ/著 

・異常気象の疑問を解く！      白石 拓/著 

・/著 

・/著 

銀河系の誕生から現在のひとび

との生活までを、美しい絵とﾘｽﾞ

ﾑのある文で紹介します。最新の

知見に合わせて見直した改訂版

です。 

生きていたら大変なこともあ

るけれど、「はじめ食堂」で、

美味しい料理をたべれば、明日

の元気がわいてくる! 料理のﾚ

ｼﾋﾟも掲載。 

ﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞ、漬物、ｼﾞｬﾑ、惣菜・

燻製…。農家の保存食や加工食

品のつくり方を、生活と併せて

掲載。また、小さな加工に向く

道具も紹介。 

『おしりたんてい むらさきふじんの

あんごうじけん』  ﾄﾛﾙ/さく・え 

『せいめいのれきし』 

 ﾊﾞｰｼﾞﾆｱ・ﾘｰ・ﾊﾞｰﾄﾝ/文・絵 

『農家が教える 

手づくり加工・保存の知恵と技』 

農山漁村文化協会/編 

『食堂のおばちゃん』 

山口 恵以子/著 
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アイスシャーベット作り中！！ 

 

 

 秋も深まり、木々の葉も赤や黄色に衣替え。気温もぐっと下がり、日が暮れるのも日に日に早くなってい

きます。子どもたちも厚手のジャンパーを着てくるようになりました。冬に向かって少しずつ季節が進んで

いく寂しさを感じますが、この時期にしか出会えない楽しみも知っている子どもたち。今日も元気に外に駆

け出していきます。 

 小さい秋を探しに学校周辺の散歩に出かけました。ふわふわのススキの穂、色とりどりな葉っぱや野の花、

大小さまざまな大きさのキノコ。秋は子どもたちの好奇心をくすぐる素敵なものに出会えます。そして、子

どもたちが毎年、楽しみにしているコクワの実を今年もみんなで探しに行きました。見上げた木の上にたく

さん実ったコクワを発見。「あった！」と子どもたちの目も輝きます。そして、手の届かないところに生っ

ているコクワの実をどうやって落とすかを考えます。つるをゆすったり、木の棒でたたいたり、「こうすれ

ばできるかもしれない」と自分の頭で仮説を立て、実際にやってみる。うまくいかなかったところは修正し

てもう一度チャレンジする、という学びが遊びの中から生まれています。 

 

 

 

 

 実りの秋、収穫の秋。今年も稲刈りの季節を迎えました。春にみんなで田植えをした田んぼでも、黄金色

の稲が風に揺れています。放課後食育プログラム「あつまっ子ふるさと体験教室」今年度 2回目と 3回目の

プログラムを 10 月 3 日（土）、10 日（土）の 2 週にわたって開催しました。2 回目の活動は、収穫祭と稲

刈りです。収穫祭では、厚真産の食材（トマトやシイタケなどの野菜、あづま成吉思汗など）を使ったピザ

づくり。午後からは、農協青年部のみなさんと一緒に稲刈り体験をしました。ピザの生地に使った「春よ恋」

という小麦粉の穂の実物を見せてもらったり、茶わん 1杯分のお米の量を考えるクイズなどをして楽しんだ

あとはお待ちかねの稲刈りです。子どもも大人も真剣に作業をすること 1時間半。約 1反の田んぼに植わっ

た稲穂を刈りとりました。稲刈りのあとは子どもたちが作ったピザをおやつにお互いの労をねぎらいまし

た。 

 

 

 

 

 

稲刈りの翌週は、あつま新鮮組が主催する厚真町の PRイベント・特産市で特産品の販売体験を行いまし

た。厚真産のお米でつくったパンやシフォンケーキ、とれたての野菜、おふくろ味噌などの加工品を販売す

るお手伝いです。これまでの食育プログラムや、あつまっ子 

カフェといった町内で体験してきたことを活かし、大きな声 

でお客さんに声をかけたり、商品の良さをアピールしたり、 

予想以上にみんな一生懸命頑張りました。新鮮組の方からも 

「子どもたちが一緒にいてくれると、お客さんも立ち止まっ 

て目をとめてくれて良かった」と子どもたちのチカラが役に 

立ったと評価していただきました。子どもたちもやりきった 

達成感を感じていたように思います。こうした活動を通して、 

子どもたちのチカラを地域に還元する仕組みを作っていきた 

いと思います。 

 


